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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示面上に複数の選択領域を有した選択用画面を切り替えて表示可能な表示手段と、
　前記選択用画面において、隣接する選択領域を移り変わる形でカーソルを操作方向に対
応する側に順次移動させることにより前記選択領域を択一的に選択し、選択した前記選択
領域に対し決定入力をするための選択操作手段と、
　前記選択用画面の表示中に、所定の選択領域が前記選択操作手段への操作により選択さ
れ決定入力されることにより、表示中の選択用画面を、決定入力された選択領域に対応す
るより下位階層となる所定の選択用画面に切り替える第一の画面切替手段と、
　前記下位階層の選択用画面の表示中に、前記選択操作手段によって、前記選択領域のう
ち１つを選択した状態から、その選択中の選択領域に最も近い画面端縁側に向かう方向側
を選択して決定入力する操作がなされることにより、表示中の選択用画面をより上位階層
となる所定の選択用画面に切り替える第二の画面切替手段と、
　前記下位階層の選択用画面において、前記選択操作手段への操作により前記選択領域が
選択された状態で、その選択中の選択領域から最も近い画面端縁側に位置する階層戻り操
作方向表示領域を、該選択領域の非選択時よりも視覚的に強調して表示させる階層戻り操
作方向表示手段と、
　を備えることを特徴とする車両用入力システム。
【請求項２】
　前記階層戻り操作方向表示手段は、前記下位階層の選択用画面において、選択中の選択
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領域から最も近い画面端縁側の画面端領域にて、前記階層戻り操作方向表示領域を強調表
示するものである請求項１に記載の車両用入力システム。
【請求項３】
　前記下位階層の選択用画面において、選択中の選択領域に対応する前記階層戻り操作方
向表示領域を、該選択用画面の上位階層に戻るための前記選択領域として新たに設定する
階層戻り用選択領域設定手段を備え、
　前記階層戻り操作方向表示手段は、新たに前記選択領域として設定された前記階層戻り
操作方向表示領域を、非選択時よりも視覚的に強調して表示し、
　前記第二の画面切替手段は、新たに前記選択領域として設定された前記階層戻り操作方
向表示領域が前記選択操作手段への操作により選択され決定入力されることにより、表示
中の選択用画面をより上位階層となる所定の選択用画面に切り替える請求項１又は請求項
２に記載の車両用入力システム。
【請求項４】
　請求項２記載の要件を備え、
　前記階層戻り用選択領域設定手段は、前記下位階層の選択用画面において、選択された
選択領域に対応する前記画面端領域に他の選択領域が存在する場合には、該他の選択領域
を該画面端領域とは異なる該選択用画面の別の位置にずらして、該画面端領域内に、前記
選択中の選択領域の前記階層戻り操作方向表示領域を設定するものである請求項３記載の
車両用入力システム。
【請求項５】
　請求項２記載の要件を備え、
　前記階層戻り用選択領域設定手段は、前記下位階層の選択用画面において、選択された
選択領域が前記画面端領域にある場合には、該選択された選択領域を該画面端領域とは異
なる別の位置にずらして、該画面端領域内に、前記選択された選択領域に対応する前記階
層戻り操作方向表示領域を設定するものである請求項３又は請求項４に記載の車両用入力
システム。
【請求項６】
　前記選択領域は、該選択領域に表示される選択領域内背景画像上に重畳される選択領域
内重畳画像であり、選択中においては該選択領域内重畳画像がカーソルにより強調表示さ
れ、
　前記階層戻り用選択領域設定手段は、前記下位階層の選択用画面において、選択された
選択領域が前記画面端領域にある場合には、該選択された選択領域に対応する前記選択領
域内重畳画像を該画面端領域とは異なる別の位置にずらす一方、該画面端領域にて該選択
領域内重畳画像が重畳していた選択領域内背景画像は残存させ、該選択領域内背景画像上
に、前記選択された選択領域に対応する前記階層戻り操作方向表示領域を設定するもので
ある請求項５に記載の車両用入力システム。
【請求項７】
　前記階層戻り用選択領域設定手段は、前記下位階層の選択用画面において、選択された
選択領域から最も近い画面端縁が複数あった場合には、それら画面端縁側全てに、前記階
層戻り操作方向表示領域を設定するものである請求項１ないし請求項６のいずれか１項に
記載の車両用入力システム。
【請求項８】
　前記下位階層の選択用画面は、複数の前記選択領域が環状に配列された環状選択領域群
を有する請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の車両用入力システム。
【請求項９】
　請求項３に記載の要件を備え、前記下位階層の選択用画面が四角形状をなし、前記環状
選択領域群に属する選択領域は、各々が該選択用画面の各辺に対応するよう十字状に配置
され、
　前記階層戻り用選択領域設定手段は、前記環状選択領域群に属する選択領域が選択され
た場合に、選択された選択領域と、該選択領域に対応する前記選択用画面の辺との間に、
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該選択領域に対応する前記階層戻り操作方向表示領域を設定するものである請求項８に記
載の車両用入力システム。
【請求項１０】
　前記下位階層の選択用画面は、複数の前記選択領域が直線状に配列された直線状選択領
域群を有する請求項１ないし請求項９のいずれか１項に記載の車両用入力システム。
【請求項１１】
　請求項３に記載の要件を備え、前記下位階層の選択用画面が四角形状をなし、前記直線
状選択領域群に属する選択領域は、該選択用画面において最近接する辺に沿って直線状に
配列され、
　前記階層戻り用選択領域設定手段は、前記直線状選択領域群に属する選択領域が選択さ
れた場合に、選択された選択領域を前記選択用画面において最近接する前記選択用画面の
辺から離間させた上で、離間後の該選択領域と該辺との間に、該選択された選択領域に対
応する前記階層戻り操作方向表示領域を設定するものである請求項１０に記載の車両用入
力システム。
【請求項１２】
　請求項６に記載の要件を備え、
　前記階層戻り用選択領域設定手段は、前記下位階層の選択用画面において、選択された
選択領域に対応する前記画面端領域に他の選択領域が存在し、なおかつ、当該他の選択領
域が前記直線状選択領域群に属する選択領域である場合に、選択された選択領域を前記選
択用画面において最近接する前記選択用画面の辺から離間させるために、当該直線状選択
領域群全体を当該辺から離間させるものである請求項１０又は請求項１１に記載の車両用
入力システム。
【請求項１３】
　前記第二の画面切替手段は、前記階層戻り操作方向表示領域が前記選択操作手段への操
作により選択され決定入力された場合に、表示中の選択用画面を、互いに異なるより上位
階層の選択用画面に切り替えるための複数の選択領域が表示される階層戻り先選択用画面
に切り替えた上で、前記選択操作手段への操作によりそれら選択領域のうち１つを選択し
て決定入力することにより、決定入力された選択領域に対応するより上位階層の選択用画
面に切り替えるものである請求項１ないし請求項１２のいずれか１項に記載の車両用入力
システム。
【請求項１４】
　前記選択用画面における前記階層戻り操作方向表示領域の表示を禁止するための表示禁
止操作を受け付ける表示禁止操作手段と、前記表示禁止操作を受けつけた場合に前記階層
戻り操作方向表示手段による前記階層戻り操作方向表示領域の表示を禁止する表示禁止手
段と、を備える請求項１ないし請求項１３のいずれか１項に記載の車両用入力システム。
【請求項１５】
　前記選択用画面において、前記所定の選択領域とは異なる選択領域が前記選択操作手段
への操作により選択され決定入力されることにより、表示中の選択用画面を、決定入力さ
れた選択領域に対応するより下位階層であって前記選択領域を有さない所定の画面に切り
替える第三の画面切替手段と、
　前記所定の画面において、切り替わり前の前記選択用画面において決定入力された選択
領域の配置位置に対応する位置に、表示中の選択用画面をより上位階層となる所定の選択
用画面に切り替えるための前記階層戻り操作方向表示領域を視覚的に識別可能となるよう
表示する、前記階層戻り操作方向表示手段とは異なる第二の階層戻り操作方向表示手段と
、を備える請求項１ないし請求項１４のいずれか１項に記載の車両用入力システム。
【請求項１６】
　請求項９に記載の要件を備え、前記選択操作手段は、前記表示面内に十字状に表示され
る選択領域に対応する十字状の四方向に操作体を移動させる操作が可能な十字方向操作部
としての機能を有するものである請求項１ないし請求項１５のいずれか１項に記載の車両
用入力システム。
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【請求項１７】
　前記選択操作手段は、車室内において、前記表示手段の表示面よりも運転席に近く、該
運転席に着座したドライバーが操作可能な位置に操作体が配置された遠隔操作手段である
請求項１ないし請求項１６のいずれか１項に記載の車両用入力システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画面表示を利用して操作入力がなされる車両用入力システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の自動車等の車両においては、ドライバーの前方に位置する表示装置の表示面上に
描画された複数の選択領域（コマンドスイッチ）を、表示装置とは別位置に設けられた遠
隔操作部の操作によって択一的にカーソル選択し、決定入力をすることが可能な入力シス
テムが存在する（特許文献１）。このような入力システムにおいては、遠隔操作部を運転
席脇等のドライバーの手元に近い位置に配置しておくと、例えばドライバーによるブライ
ンド操作がなされる場合に、ドライバーは運転姿勢を保ったままの状態で操作を行うこと
が可能となるため、使い勝手がよい。
【０００３】
　一方で、このような入力システムにおける表示装置での画面表示は、表示された選択領
域に対し選択・決定を行うことで下位階層画面へと画面を遷移させ、これを繰り返しなが
ら目的の画面に到達し、その画面で所望の操作を行うという階層構造を採用しており、こ
れにより、多種多様な制御内容の設定変更操作が可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２５２７６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、上記のような車両用入力システムにおいて、表示された画面から１つ階層を
戻るための操作は、遠隔操作部とは別に設けられた「戻るスイッチ」を操作したり、画面
右上などに固定的に表示される「戻るアイコン」を選択・決定する操作によりなされる。
遠隔操作部とは別に設けられた「戻るスイッチ」を操作する場合には、ドライバーはその
スイッチの位置を探して位置確認した上で操作をする必要があり、非常に煩わしい。また
、画面右上などに固定的に表示される「戻るアイコン」を操作する場合には、選択領域を
順次移り変わっていく形でカーソルを目的のアイコンまで移動させていく操作が必要とな
り、これも非常に煩わしい。
【０００６】
　本発明の課題は、画面の階層表示がなされる車両用入力システムにおいて、階層を戻る
操作を、ユーザーが直感的に理解でき、なおかつ容易に可能な操作とすることにある。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の車両用入力システムは、
　表示面上に複数の選択領域を有した選択用画面を切り替えて表示可能な表示手段と、
　選択用画面において、隣接する選択領域を移り変わる形でカーソルを操作方向に対応す
る側に順次移動させることにより選択領域を択一的に選択し、選択した選択領域に対し決
定入力をするための選択操作手段と、
　選択用画面の表示中に、所定の選択領域が選択操作手段への操作により選択され決定入
力されることにより、表示中の選択用画面を、決定入力された選択領域に対応するより下
位階層となる所定の選択用画面に切り替える第一の画面切替手段と、
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　下位階層の選択用画面の表示中に、選択操作手段によって、選択領域のうち１つを選択
した状態から、その選択中の選択領域に最も近い画面端縁側に向かう方向側を選択して決
定入力する操作（階層戻り操作）がなされることにより、表示中の選択用画面をより上位
階層となる所定の選択用画面に切り替える第二の画面切替手段と、
　下位階層の選択用画面において、選択操作手段への操作により選択領域が選択された状
態で、その選択中の選択領域から最も近い画面端縁側に位置する階層戻り操作方向表示領
域を、該選択領域の非選択時よりも視覚的に強調して表示させる階層戻り操作方向表示手
段と、
　を備えることを特徴とする。
【０００８】
　上記本発明の構成によれば、下位階層の選択用画面において、選択された選択領域に最
も近い画面外側に向かう操作が、上位階層の画面に戻るための階層戻り操作として割り当
てられる。つまり、階層を下る操作が、選択用画面の内側に存在する選択領域を選択・決
定する操作であるのに対し、階層を上に戻る操作は、選択用画面の内側に存在する選択領
域に向かう操作とは逆で、画面外向きに向かう操作、即ち、カーソルを画面から外に出す
、画面から離れるような操作として定められている。このため、階層を上に戻る操作は、
現在の画面から離れるという印象を操作者に与えるから、直感的に現在表示中の階層から
離れる、元に戻るという印象と結びつけ易い。従って、階層を上に戻る操作は、その操作
方向から、現在表示中の階層を上に戻ることを直感的に認識することができる。また、階
層を上に戻る操作の操作方向は、階層戻り操作方向表示領域によって強調されて示される
ため、操作方向を誤ることもない。このように、上記本発明によれば、操作方向表示領域
により示される操作方向は画面から離れる方向を示しており、そのことが操作者に、現在
表示中の階層を上に戻る操作であることを直感的に認識させることができる。
【０００９】
　なお、本発明における選択用画面は、表示手段の表示面全面に表示される画面に限らず
、表示面の一部を用いて表示される画面であってもよい。
【００１０】
　また、本発明において、選択操作手段によって、選択領域のうち１つを選択した状態か
ら、その選択中の選択領域に最も近い画面端縁側に向かう方向側を選択して決定入力する
操作（階層戻り操作）とは、選択中の選択領域に最も近い画面端縁側に向かう方向側に実
在する選択領域を選択して決定する操作に限られず、該選択領域が存在しない状態でなさ
れる同様の操作も含まれるものとする。
【００１１】
　本発明における階層戻り操作方向表示手段は、下位階層の選択用画面において、選択さ
れた選択領域から最も近い画面端縁側の画面端領域にて、該選択領域に対応する階層戻り
操作方向表示領域を強調表示するように構成できる。選択用画面において階層を上に戻る
操作は、選択された選択領域から最も近い画面端縁に向かう操作であるから、その画面端
縁に接する画面内の端部の領域（画面端領域）が強調表示されることで、その操作方向を
容易に認識可能となる。
【００１２】
　また、本発明では、下位階層の選択用画面において、選択された選択領域の階層戻り操
作方向表示領域を、該選択用画面の上位階層に戻るための選択領域として新たに設定する
階層戻り用選択領域設定手段を備えて構成することができる。この場合、階層戻り操作方
向表示手段は、選択操作手段への操作により選択領域が選択された場合に新たに選択領域
として設定される階層戻り操作方向表示領域を、非選択時よりも視覚的に強調して表示し
、第二の画面切替手段は、新たに選択領域として設定された階層戻り操作方向表示領域が
選択操作手段への操作により選択され決定入力されることにより、表示中の選択用画面を
より上位階層となる所定の選択用画面に切り替えるように構成できる。この構成によると
、階層戻り操作方向表示領域を新たな選択領域として出現させ、その選択領域を選択・決
定入力させることにより、上の階層画面に戻ることが可能となる。つまり、新たに出現す
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る選択領域は、その出現位置によって階層を戻るための操作方向を示しているため、操作
者に階層を戻るための選択領域であることを直感的に認識させ易い。
【００１３】
　また、本発明において、階層戻り操作方向表示領域を選択用画面内にて表示する場合に
、以下のような構成をとることができる。即ち、下位階層の選択用画面において、選択さ
れた選択領域に対応する画面端領域に、他の選択領域が存在する場合に、階層戻り用選択
領域設定手段が、該他の選択領域を該画面端領域とは異なる該選択用画面内の別の位置に
ずらして、該画面端領域内に、選択された選択領域に対応する階層戻り操作方向表示領域
を設定するように構成することができる。本発明における階層戻り操作方向表示領域の強
調表示は、選択された選択領域に対し最も近い位置にある画面端縁付近にて行われ、これ
により、操作者に対し画面から離れる操作という印象を与え、その印象から、階層を戻る
という操作内容を直感的に認識させるという効果を得ることができるが、その強調表示を
画面端縁付近にて行おうとしたときに、既にその画面端縁付近の画面端領域が他の選択領
域に占有されている場合がありうる。上記構成によれば、そうした場合に、その画面端領
域を占有している選択領域を強制移動させ、移動後のその画面端領域に階層戻り操作方向
表示領域を設定して強調表示することができる。
【００１４】
　また、本発明において、階層戻り操作方向表示領域を選択用画面内にて表示する場合に
、以下のような構成をとることができる。即ち、下位階層の選択用画面において、選択さ
れた選択領域が画面端領域にある場合に、階層戻り用選択領域設定手段が、該選択された
選択領域を該画面端領域とは異なる別の位置にずらして、該画面端領域内に、該選択され
た選択領域に対応する階層戻り操作方向表示領域を設定するように構成できる。本発明に
おける階層戻り操作方向表示領域の強調表示は、選択中の選択領域に対し最も近い位置に
ある画面端縁付近にて行われ、これにより、操作者に対し画面から離れる操作という印象
を与え、その印象から、階層を戻るという操作内容を直感的に認識させるという効果を得
ることができるが、階層戻り操作方向表示領域の強調表示を画面端縁付近にて行おうとし
たときに、選択中の選択領域自身が既にその領域を占有してしまっている場合がありうる
。上記構成によれば、選択された選択領域が画面端縁付近を占有している場合にはこれを
強制移動させ、移動後のその画面端縁付近に階層戻り操作方向表示領域を設定して強調表
示することができる。
【００１５】
　この場合、選択領域は、該選択領域に表示される選択領域内背景画像上に重畳される選
択領域内重畳画像とすることができる。即ち、選択領域を示す画像としては、該選択領域
の背景として表示される選択領域内背景画像と、それに重畳して表示される選択領域内重
畳画像とを有し、それらのうちの選択領域内重畳画像を選択領域とし、その選択領域内重
畳画像が選択されると、この選択領域内重畳画像のみをカーソルにより強調表示すること
ができる。このとき、階層戻り用選択領域設定手段は、下位階層の選択用画面において、
選択された選択領域が画面端領域にある場合に、該選択された選択領域をなす選択領域内
重畳画像を該画面端領域とは異なる別の位置にずらす一方、該画面端領域にて該選択領域
内重畳画像が重畳していた選択領域内背景画像は残存させ、該選択領域内背景画像上に、
該選択された選択領域に対応する階層戻り操作方向表示領域を設定するように構成できる
。なお、選択領域をなす選択領域内重畳画像としては、例えば、当該選択領域に対する決
定入力により実行される制御内容を表示する制御内容表示画像等とすることができる。上
記構成によれば、選択された選択領域に対応する選択領域内重畳画像が、カーソル選択に
より強調された状態で、選択領域内重畳画像上から浮き出て別の位置に移動するような斬
新な意匠性を付与することができる。その上で、上記のように、階層戻り操作方向表示領
域を画面端縁付近に設定し、強調することができる。
【００１６】
　本発明における階層戻り用選択領域設定手段は、下位階層の選択用画面において、選択
中の選択領域から最も近い画面端縁が複数あった場合には、それら画面端縁側全てに、階
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層戻り操作方向表示領域を設定するように構成できる。例えば、下位階層の選択用画面に
おいて、選択された選択領域が該選択用画面の画面角領域にある場合には、該画面角領域
の角を形成する該選択用画面の２つの辺側にそれぞれ、階層戻り操作方向表示領域を設定
することができる。本発明においては、画面から離れる方向へのカーソル移動操作が、階
層を上に戻る操作とされていればよいので、画面から離れ易い方向が複数あれば、それら
全てに階層を上に戻る操作を割り当てることで、階層を上に戻る操作が容易となる。
【００１７】
　また、本発明における下位階層の選択用画面は、複数の選択領域が環状に配列された環
状選択領域群を有していてもよい。例えば、下位階層の選択用画面が四角形状をなし、環
状選択領域群に属する選択領域は、各々が該選択用画面の各辺に対応するよう十字状に配
置することができる。この場合、選択領域と、選択用画面の辺との間に対応関係が生まれ
、各選択領域が選択された場合には、対応する辺側に向かう操作が、階層を上に戻る操作
となる。即ち、階層戻り用選択領域設定手段は、環状選択領域群に属するいずれかの選択
領域が選択された場合に、選択された選択領域と、該選択領域に対応する選択用画面の辺
との間に、該選択領域の階層戻り操作方向表示領域を設定することができる。このように
、選択用画面内において選択領域が環状配置されることで、各選択領域と選択用画面の各
辺との間に対応関係が生じ、その対応関係を利用して、階層を上に戻る操作を示すことが
できる。
【００１８】
　また、本発明における下位階層の選択用画面は、複数の選択領域が直線状に配列された
直線状選択領域群を有していてもよい。例えば、下位階層の選択用画面が四角形状をなし
、直線状選択領域群に属する選択領域は、該選択用画面において最近接する辺に沿って直
線状に配列することができる。この場合、選択領域と選択用画面の辺との間の対応関係は
明確であり、各選択領域が選択された場合には、対応する辺側に向かう操作が、階層を上
に戻る操作となる。ただし、階層戻り用選択領域設定手段は、直線状選択領域群に属する
いずれかの選択領域が選択された場合に、選択された選択領域を選択用画面において最近
接する選択用画面の辺から離間させた上で、離間後の該選択領域と該辺との間に、該選択
された選択領域に対応する階層戻り操作方向表示領域を設定する必要がある。なお、本発
明における下位階層の選択用画面内において、上記環状選択領域群とこの直線状選択領域
群とが同時に表示されていてもよい。
【００１９】
　また、本発明における階層戻り用選択領域設定手段は、直線状選択領域群に属する選択
領域が選択された場合に、選択された選択領域を選択用画面において最近接する選択用画
面の辺から離間させるために、当該直線状選択領域群全体を当該辺から離間させるように
してもよい。群をなす直線状選択領域群は、これに属する選択領域が選択されたときに、
選択されたものだけが移動するよりも全体として移動した方が意匠性を損ね難いし、また
同時に、移動した後に表示される階層戻り操作方向表示領域も、直線状選択領域群全体の
移動によってより強調されるという効果も得られる。なお、選択領域を示す画像として、
該選択領域の背景として表示される選択領域内背景画像と、それに重畳して表示される選
択領域内重畳画像とを有する場合、直線状選択領域群の選択領域内背景画像は全体を直線
状に表すことができる。この場合、選択された選択領域を、選択用画面において最近接す
る選択用画面の辺から離間させるときには、該選択領域をなす選択領域内重畳画像のみな
らず、選択領域内背景画像も一緒に離間させることで、移動した後に表示される階層戻り
操作方向表示領域はより一層強調される。
【００２０】
　本発明において、第二の画面切替手段は、階層戻り操作方向表示領域が選択操作手段へ
の操作により選択され決定入力された場合に、表示中の選択用画面を、互いに異なるより
上位階層の選択用画面に切り替えるための複数の選択領域が表示される階層戻り先選択用
画面に切り替えた上で、選択操作手段への操作によりそれら選択領域のうち１つを選択し
て決定入力することにより、決定入力された選択領域に対応するより上位階層の選択用画
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面に切り替えるように構成することができる。階層戻り先選択用画面には、例えば、最上
位階層に戻る選択領域や、１つ上の階層に戻る選択領域、予め定められた上位階層に戻る
選択領域などを設けることができるし、さらには、階層を戻らずに直前の選択用画面に戻
る選択領域を設けてもよい。これにより、様々なバリエーションの階層戻り操作が可能と
なる。
【００２１】
　本発明では、選択用画面における階層戻り操作方向表示領域の表示を禁止するための表
示禁止操作を受け付ける表示禁止操作手段と、表示禁止操作を受けつけた場合に階層戻り
操作方向表示手段による階層戻り操作方向表示領域の表示を禁止する表示禁止手段と、を
備えて構成することができる。選択された選択領域から画面の外に向かう操作が階層を上
に戻る操作であると既に認識できているユーザーに対しては、毎回のように階層戻り操作
方向表示領域を表示させる必要は無いので、その表示を禁止する設定を可能としてもよい
。なお、この禁止により、階層戻り操作方向表示領域の設定及び当該領域への強調表示・
画像表示が禁止される。
【００２２】
　本発明では、選択用画面において、所定の選択領域とは異なる選択領域が選択操作手段
への操作により選択され決定入力されることにより、表示中の選択用画面を、決定入力さ
れた選択領域に対応するより下位階層であって該選択領域を有さない所定の画面に切り替
える第三の画面切替手段と、切り替わった後の当該所定の画面において、切り替わり前の
選択用画面において決定入力された選択領域の配置位置に対応する位置に、表示中の選択
用画面をより上位階層となる所定の選択用画面に切り替えるための階層戻り操作方向表示
領域を視覚的に識別可能となるよう表示する、上記階層戻り操作方向表示手段（第一の階
層戻り操作方向表示手段）とは異なる第二の階層戻り操作方向表示手段と、を備えて構成
することができる。本発明は、選択領域が選択されているときに階層戻り操作方向表示領
域が強調表示されるが、選択領域が存在しない画面に切り替わった際にも、もとの上位階
層画面に戻る操作は必要である。上記構成によれば、もとの上位階層画面にて表示されて
いた階層戻り操作方向表示領域に対応する位置（例えば同じ位置や画面内の反対の位置）
に表示することで、階層を上に戻る操作が可能となる。
【００２３】
　また、本発明において、選択領域が選択用画面の各辺に対応するよう十字状に配置され
る構成の場合、選択操作手段は、表示面内に十字状に表示される選択領域に対応する十字
状の四方向に操作体を移動させる操作が可能な十字方向操作部として構成することができ
る。これにより、十字状に配置された選択領域の選択操作が容易となる。
【００２４】
　また、本発明における選択操作手段は、車室内において、表示手段の表示面よりも運転
席に近く、該運転席に着座したドライバーが操作可能な位置に操作体が配置された遠隔操
作手段として構成できる。これにより、運転中のドライバーであっても、階層戻り操作を
容易に行うことが可能となる。
【００２５】
　本発明において、第二の画面切替手段は、選択操作手段への操作により、階層戻り操作
方向表示領域にカーソルが移動して選択されるに伴い同時に決定入力もなされるようにし
てもよいが、階層戻り操作方向表示領域にカーソルが移動して選択され、その上でさらに
、決定入力の操作が必要な構成であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態である車両用入力システムの構成を示すブロック図。
【図２】本発明の操作入力システムが搭載された車両の車室内内観図。
【図３】本発明の操作入力システムに適用可能な操作部の一例を簡略的に示す図。
【図４】図３の操作部において可能な複数種の操作方式を説明する図。
【図５】画面切替処理の流れを示すフローチャート。
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【図６】画面表示処理の流れを示すフローチャート。
【図７】本発明の車両用入力システムにおいて表示可能な現在状態表示画面の表示例。
【図８】本発明の車両用入力システムにおいて表示可能な上位階層の選択用画面の第一表
示例。図９の下位階層画面の表示例。
【図９】図８から分岐した下位階層画面の表示例。図８の下位階層画面において選択状態
を切り替えたときの表示例。
【図１０】図９とは選択されている選択領域が異なる場合の表示例。
【図１１】図９及び図１０とは選択されている選択領域が異なる場合の表示例。
【図１２】図９ないし図１１とは選択されている選択領域が異なる場合の表示例。
【図１３】図９ないし図１２とは選択されている選択領域が異なる場合の表示例。
【図１４】図９ないし図１３とは選択されている選択領域が異なる場合の表示例。
【図１５】図９ないし図１４とは選択されている選択領域が異なる場合の表示例。
【図１６】図８から分岐した下位階層画面のうち、選択領域を有さない画面の第一表示例
。
【図１７】図８から分岐した下位階層画面のうち、選択領域を有さない画面の第二表示例
。
【図１８】階層戻り先選択用画面の表示例。
【図１９】階層戻り操作方向の表示を禁止するための画面の表示例。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の操作装置の一実施形態を、図面を参照して説明する。
【００２８】
　図１は、本発明の一実施形態である車両用入力システムの構成を簡略的に示すブロック
図である。図１における車両用入力システム１は、表示器（表示手段）３と、該表示器３
の表示面３０（図２参照）上に複数の選択領域（コマンドスイッチ）を有した選択用画面
５００を表示させる制御部（主表示制御手段）１０と、表示された選択用画面５００内の
複数の選択領域３Ａを択一的に選択して決定入力するための操作部（選択操作手段）２と
、を備えた車両における入力用の表示システムである。
【００２９】
　表示器３は、静止画や動画を自在に表示可能な例えば周知の液晶表示装置等を用いるこ
とができ、表示制御回路３１を介して制御部１０に接続しており、制御部１０から出力さ
れる表示用駆動信号に応じて駆動する。また、表示器３の周辺部には各種スイッチが設け
られており、例えばメニュースイッチ２４等が配置され、所定の信号入力部（図示なし）
を介して制御部１０に接続しており、各操作に応じた操作信号を制御部１０に入力する。
メニュースイッチ２４は、操作されることにより表示器３の表示面３０の表示をトップメ
ニュー画面５０２に切り替える操作部である。
【００３０】
　本実施形態における操作部２は、複数種の操作方式による操作をそれぞれ独立に実施可
能に構成された複合操作部２である。ここでの複合操作部２は、図２に示すように、表示
器３の表示面３０とは異なる位置に設けられ、表示面３０に表示される選択領域３Ａに対
する操作入力を遠隔的に行うための遠隔操作手段である。また、この複合操作部２は、複
数種の操作方式による操作が可能な操作部であって、操作方式毎に異なる方向への操作が
定められている。ここでは、図３に示すように、１つの操作ノブ（操作体）２０に対し３
種の操作方式が可能とされており、それら３種の操作方式において互いの操作方向が異な
っている。具体的にいえば、図４に示すように、操作ノブ２０を、該操作ノブ２０自身の
軸線ｚ周りに回転させる回転操作方式（図４（ａ））と、操作ノブ２０の軸線ｚを、予め
定められた基準軸線Ｚと一致する基準位置から該基準軸線Ｚに垂直な方向へと移動させる
移動操作方式（図４（ｂ））と、上記基準軸線Ｚの軸線方向に押圧する押圧操作方式（押
込み操作：図４（ｃ））が可能である。
【００３１】
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　移動操作方式による操作（以下、移動操作ともいう）は、操作ノブ２０を、予め定めら
れた基準位置から予め定められた複数の移動操作方向のいずれかに移動させる操作であり
、それら移動操作方向にのみ移動可能となるようガイドされる。ここでの移動操作は、基
準軸線Ｚに対し垂直な十字状の４方向に向けて、操作ノブ２０を基準位置から移動させる
十字方向操作（十字操作方式）である。なお、この移動操作は、少なくとも操作ノブ２０
が基準軸線Ｚに対し垂直な方向へ移動する操作であれば良く、基準軸線Ｚに対し軸線ｚを
平行に保持した形で操作ノブ２０を移動させる操作でもよいし、所定の基準位置から軸線
ｚを傾斜させる形で操作ノブ２０を基準軸線Ｚに対し垂直な方向に向けて移動させる傾動
操作（傾倒操作）でもよい。
【００３２】
　なお、ここでの複合操作部２は、車両前後方向と車両左右方向との４方向に操作可能な
十字操作部として構成され、それら操作方向のうち車両前後方向が表示器３の表示面３０
の上下方向に対応し、車両左右方向が表示器３の表示面３０の左右方向に対応している。
【００３３】
　また、ここでの複合操作部２は、操作ノブ２０が基準位置（中立位置）にて保持される
よう、操作に対する操作反力を付与する付勢手段（ばね部材等）や反力付与手段（反力モ
ータ等）といった手段を備える。また、複合操作部２の筐体内には、操作ノブ２０への各
種操作方式の操作を検出する操作検出部２１～２３を備える。ここでは第一の操作検出部
２１として、操作ノブ２０への上記回転操作に基づく回転操作量を電気的に検出する回転
操作検出部２１を備え、第二の操作検出部２２として、操作ノブ２０への上記移動操作を
検出する移動操作検出部２２を備え、第三の操作検出部２３として、操作ノブ２０への上
記押圧操作を検出する押圧操作検出部２３を備える。これら操作検出部２１～２３はそれ
ぞれ信号入力部（図示なし）を介して制御部１０と接続しており、検出する各操作に応じ
た操作信号を制御部１０に入力する。
【００３４】
　なお、上述のような１つの操作ノブ２０にて複数の操作方式の操作が可能な複合操作部
２は、特開２００９－１７６４３２や特開２００９－０６４６３８に見られるように周知
であるから、その具体的な内部構成についての説明は省略する。
【００３５】
　制御部１０は、図示しないＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ等を有した周知のマイクロコンピュ
ータを中心に構成されており、ＲＯＭや外部記憶装置４等の記憶部に記憶されたプログラ
ムをＣＰＵが実行する形で、各種の制御を実施する。また、制御部１０は、他の車載機器
５の制御部に対し車載ＬＡＮ６を介して接続しており、これらとの間でデータや制御信号
の授受が可能である。
【００３６】
　また、制御部１０は、操作部２１～２４から受信する操作信号に基づいて、対応する制
御を実行する制御実行手段として機能する。例えば、車載ＬＡＮ６を介して接続されてい
るナビゲーション装置５１や、車両空調装置５２、カーオーディオ５３、その他の車載機
器５４等の各種機能を、複合操作部２への操作に応じて実行させることができる。
【００３７】
　制御部１０に接続する外部記憶装置４は、表示面３０に表示される各種画面に対応付け
た形で、それら画面を表示するための画像情報を記憶する画像情報記憶部４１を備える。
制御部１０は、これらの画像情報を必要なタイミングで読み出し、これらに基づいて生成
される画面を表示器３の表示面３０に表示させる。画像情報記憶部４１には、表示可能な
複数の画面毎に画像情報が記憶されており、例えば、上記した選択用画面５００を表示す
るための画像情報として、背景画像３Ｂを表示するための背景画像情報や、それら背景画
像３Ｂ上に複数の入力画像３Ｃを重畳表示するための入力画像情報、各種選択用画面５０
０において入力受付可能に設定されている操作方式を視覚的に示す補助画像３Ｄを表示す
るための補助画像情報、後述する戻る画像３Ｅを表示するための戻る画像情報、その他に
も各種必要画像（選択領域内重畳画像３Ｆや選択領域内背景画像３Ｇ、カーソル３Ｐの表
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示手法等）を表示するために必要となる各種の画像情報が、各画面に対応付けて記憶され
ている。
【００３８】
　なお、外部記憶装置４は、上記画像情報に基づいて選択用画面５００が表示された際に
、複合操作部２において受け付け可能となる選択操作の操作方式を特定する操作方式特定
情報を、複数ある選択用画面毎に記憶する操作方式特定情報記憶部４２を備える。制御部
１０は、画面が切り替わるごとに、場合には選択されている選択領域３Ａが別の選択領域
３Ａに切り替わるごとに、対応する操作方式特定情報を読み出し、これに基づく現在の表
示画面に対応する操作方式を特定し、設定する。
【００３９】
　制御部１０は、表示器３の表示面３０上において選択用画面５００を表示する場合に、
該表示面３０に対応する背景画像３Ｂ上の予め定められた複数の領域に入力画像３Ｃを重
畳表示し、入力画像３Ｃが表示された領域を選択領域３Ａとして機能させる。制御部１０
は、複合操作部２による選択操作によってそれら選択領域３Ａ（入力画像３Ｃ）のいずれ
かが選択され、さらに、選択された選択領域３Ａ（入力画像３Ｃ）に対する決定入力がな
されるに伴い、当該選択領域３Ａ（入力画像３Ｃ）に対応する制御を実施する。これらの
背景画像３Ｂや入力画像３Ｃの画像データ、及びそれら画像データの配置情報（選択領域
の設定情報）については、上記画像情報の一部として外部記憶装置４に記憶されている。
【００４０】
　なお、ここでの選択領域３Ａを選択する選択操作とは、当該選択領域３Ａにカーソル３
Ｐを移動させる操作であり、具体的に言えば、表示面３０上に表示された選択用画面５０
０内において、隣接する選択領域３Ａ（入力画像３Ｃ）を移り変わる形で、カーソル３Ｐ
を操作ノブ２０の移動操作方向に対応する側に順次移動させ、選択領域３Ａを択一的に選
択する操作である。また、決定入力は、選択操作による選択領域３Ａの選択と同時に実行
される構成でもよいし、選択操作による選択領域３Ａの選択がなされている状態で、選択
操作とは異なる別の操作としてなされる構成としてもよい。ここでは、制御部１０が、上
記操作方式特定情報に基づいて、各画面の表示状態に応じて、選択操作に用いられる複合
操作部２の操作方式（回転操作方式や移動操作方式）と、決定入力に用いられる複合操作
部２の操作方式（押圧操作方式）を設定する。なお、本実施形態におけるカーソル３Ｐは
、選択されている選択領域３Ａを残余の選択領域３Ａよりも強調して示すものであり、本
実施形態においては、選択されている選択領域３Ａの画像を拡大表示する形で示す。
【００４１】
　また、本実施形態においては、選択用画面５００上の各選択領域３Ａ（入力画像３Ｃ）
を選択させるための複合操作部２の操作方式、即ち当該選択用画面５００に対応する操作
方式を連想させるために、対応する操作方式における複合操作部２の操作動線を反映した
補助画像３Ｄが、制御部１０により、上記背景画像３Ｂ上に重畳表示される。これにより
、選択用画面５００が表示された際に、複合操作部２のどの操作方式により選択操作を行
うのかを、選択されている選択領域３Ａに応じて出現した補助画像３Ｄによって判断する
ことができる。
【００４２】
　ここで、制御部１００が実行する画面切替処理について、図５を用いて説明する。なお
、この処理は、終了後も所定周期で繰り返し実施される。
【００４３】
　制御部１０は、外部記憶装置４に記憶されている画面表示プログラム４３を実行するこ
とにより、複合操作部２や他の操作部、さらには外部の制御部等からの画面切替要求信号
が入力された場合に（Ｓ１：Ｙｅｓ）、当該画面切替要求信号により表示要求された画面
に対応する画像情報を画像情報記憶部４１から読み出し（Ｓ２）、当該画像情報に基づい
て表示器３への画面表示を実行させる（Ｓ３）。また、表示される画面が選択用画面５０
０である場合にはその画面内に複数の選択領域３Ａが存在しており、それら選択領域３Ａ
を複合操作部２により選択して決定入力された場合には（Ｓ４：Ｙｅｓ）、制御部１０は
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、決定入力された選択領域３Ａに対応する制御を実行する（Ｓ５：制御実行手段）。決定
入力された選択領域３Ａが現在の表示画面を所定の下位階層の画面に切り替える画面切替
領域３ａである場合、この決定入力に基づいて複合操作部２が制御部１０に出力する出力
信号は画面切替要求信号であり、制御部１０は、この画面切替要求信号の入力に基づいて
、決定入力された画面切替領域３ａに対応する予め定められた下位階層画面に表示を切り
替える制御を実行する（第一の画面切替手段）。切り替わった先の下位階層画面もまた選
択用画面５００であり、そこでの選択領域３Ａの中に再び画面切替領域３ａが存在する場
合で、再びその画面切替領域３ａを複合操作部２により選択して決定入力された場合には
、当該画面切替領域３ａに対応する予め定められたより下の階層の画面が表示される。本
実施形態においては、このような階層構造に基づく画面表示が実施可能とされている。
【００４４】
　ところが、このような階層構造に基づく画面表示を実施する場合には、階層を上に戻る
ための操作が必要となる。従来の場合、遠隔操作部とは別に設けられた「戻るスイッチ」
を操作したり、画面右上などに固定的に表示される「戻る画像」を選択・決定する操作に
より、階層を戻る操作がなされてきた。しかしながら、「戻るスイッチ」を操作する場合
にはそのスイッチの位置を探す分だけ手間がかかるし、画面上に固定的に表示される「戻
る画像」の場合は、その画像の位置までカーソルを移動させることが手間となり、いずれ
も操作として容易とはいえない。特に、運転中のドライバーによる操作が想定される場合
には、より操作負担が少なくなることが望ましい。このため、本実施形態においては、選
択領域３Ａが選択された状態（決定入力がされていない状態）からの容易な操作で、階層
を上に戻る操作が可能となるようにするとともに、その操作が階層を戻る操作であること
を直感的に理解し易いようにその操作方向を定めることで、上記の問題を解決している。
【００４５】
　具体的にいえば、制御部１０は、上位階層の選択用画面５００を有する下位階層の選択
用画面５００が表示面３０に表示されている場合に、複合操作部２によって、表示されて
いる選択領域３Ａのうち１つを選択した状態から、その選択中の選択領域３Ａに最も近い
画面端縁５１１側に向かう方向側（画面外に向かう方向側）を選択して決定入力する操作
（階層戻り操作）がなされると、複合操作部２はこの決定入力に基づく画面切替要求信号
を制御部１０に出力し、制御部１０は、制御部１０は、この画面切替要求信号の入力に基
づいて、決定入力された画面切替領域３ａに対応する予め定められた上位階層の選択用画
面（表示中の選択用画面５００より上位の画面）５００に表示を切り替える制御を実行す
る（第二の画面切替手段）。
【００４６】
　上記構成によれば、下位階層の選択用画面５００において、選択中の選択領域に最も近
い画面外側に向かう操作が、上位階層の画面に戻るための階層戻り操作として割り当てら
れる。つまり、階層を下る操作が、選択用画面５００の内側に存在する選択領域３Ａを選
択・決定する操作であるのに対し、階層を上に戻る操作は、選択用画面５００の内側に存
在する選択領域３Ａに向かう操作とは逆で、画面外向きに向かう操作、即ち、カーソル３
Ｐを画面から外に出す、画面から離れるような操作として定められている。このため、階
層を上に戻る操作は、現在の画面から離れるという印象を操作者に与えるから、直感的に
現在表示中の階層から離れる、元に戻るという印象と結びつけ易い。従って、階層を上に
戻る操作は、その操作方向から、現在表示中の階層を上に戻ることを直感的に認識するこ
とができる。
【００４７】
　なお、上位階層の画面に戻るための階層戻り操作として複合操作部２によってなされる
選択・決定入力の操作は、上記で述べたように、移動操作方式や回転操作方式に基づく選
択操作をした上で押圧操作方式に基づく決定入力操作をするものに限るものではない。例
えば、移動操作方式や回転操作方式による選択操作と同時に決定入力がなされるものでも
よい。
【００４８】
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　また、本発明における上記の階層戻り操作とは、本実施形態のように、選択中の選択領
域３Ａに最も近い画面端縁側に向かう方向側に実在する選択領域３Ａを選択して決定する
操作に限られず、該選択領域３Ａが存在しない状態でなされる同様の操作も含む。
【００４９】
　さらに制御部１０は、下位階層の選択用画面５００を表示している場合に、複合操作部
２への操作により選択領域３Ａが選択された状態となると、その選択された選択領域３Ａ
の、該選択領域３Ａから最も近い画面端縁５１０側に位置する階層戻り操作方向表示領域
３Ｒを、該選択領域３Ａの非選択時よりも視覚的に強調して表示する（階層戻り操作方向
表示手段）。これにより、階層を上に戻る操作の操作方向が強調して表示される。
【００５０】
　なお、階層戻り操作方向表示領域３Ｒについては、下位階層の選択用画面５００の外側
に表示されてもよく、例えば、表示器３の表示面３０の外側に、例えばＬＥＤ等による発
光部として設けてもよい。また、階層戻り操作方向表示領域３Ｒは表示面３０内に画面表
示されてもよい。
【００５１】
　本実施形態の階層戻り操作方向表示領域３Ｒは、下位階層の選択用画面５００内に戻る
画像３Ｅとして表示される。具体的にいえば、階層戻り操作方向表示領域３Ｒは、下位階
層の選択用画面５００において、選択中の選択領域３Ａの、該選択領域３Ａから最も近い
画面端縁５１０側の画面端領域５１１であり、戻る画像３Ｅが表示されている。本実施形
態における戻る画像３Ｅは、選択されている選択領域３Ａから最も近い画面端縁５１０側
を指示する画面外指示図形と、上位階層の画面に戻ることを示唆する文字列とのいずれか
又は双方を有した画像である。この画面外指示図形については、選択領域３Ａの位置に応
じて図形が指示する向きが異なる。
【００５２】
　なお、画面端領域５１１は、選択用画面５００内における画面端縁５１０の近傍領域、
即ち選択用画面５００内における外周近傍領域内に設定される領域である。各選択領域３
Ａに対応する階層戻り操作方向表示領域３Ｒは、該選択領域３Ａから最も近い画面端縁５
１０側の画面端領域５１１であり、選択領域３Ａごとに対応する階層戻り操作方向表示領
域３Ｒが予め定められている。この対応関係を示す情報は、上記の画像情報の一部として
外部記憶装置４に記憶されており、制御部１０は、この情報に基づいて、選択領域３Ａに
対応する階層戻り操作方向表示領域３Ｒと、その表示領域である画面端領域５１１を認識
し、階層戻り操作方向表示領域３Ｒの設定及び戻る画像３Ｅの表示を実施する。
【００５３】
　また、本実施形態における階層戻り操作方向表示領域３Ｒは、選択されている選択領域
３Ａに対応する上記画面端領域５１１においてのみ設定され、別の選択領域３Ａが選択さ
れるに伴い、新たに選択された選択領域３Ａに対応する画面端領域５１１に設定される。
つまり、選択領域３Ａは、非選択時には対応する階層戻り操作方向表示領域３Ｒが設定さ
れておらず、戻る画像３Ｅが表示されていないが、選択されると対応する階層戻り操作方
向表示領域３Ｒが設定されて戻る画像３Ｅが表示されるため、非選択時よりも視覚的に強
調された状態となる。
【００５４】
　さらに本実施形態において、制御部１０は、戻る画像３Ｅにより強調された階層戻り操
作方向表示領域３Ｒを、該選択用画面５００の上位階層に戻るための選択領域３Ａとして
新たに設定し、複合操作部２による選択が可能な領域とする（階層戻り用選択領域設定手
段）。制御部１０は、選択領域３Ａとして設定された階層戻り操作方向表示領域３Ｒが複
合操作部２への操作により選択され決定入力されることで（Ｓ４：Ｙｅｓ）、表示中の選
択用画面５００をより上位階層となる所定の選択用画面５００に切り替える制御を実施す
る（Ｓ５）。
【００５５】
　なお、本発明における選択用画面５００は、表示器３の表示面３０の全面に表示される
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画面に限らず、表示面３０の一部を用いて表示される画面であってもよい。
【００５６】
　ここで、制御部１００が実行する画面切替処理において実施される画面表示（Ｓ３）に
係る処理について、図６を用いて説明する。なお、この処理は、終了後も所定周期で繰り
返し実施される。
【００５７】
　まずは、制御部１０が、カーソル３Ｐによる選択領域３Ａの選択状態の変化の有無を判
定する（Ｓ１０）。変化が無ければ本処理は終了となるが（Ｓ１０：Ｎｏ）、変化があっ
た場合には（Ｓ１０：Ｙｅｓ）、新たに選択された選択領域３Ａを特定するとともに（Ｓ
１１）、現在表示中の画面が、上位階層の選択用画面５００を有する下位階層の画面であ
るか否かを判定する（Ｓ１２）。
【００５８】
　下位階層の画面ではない場合（Ｓ１２：Ｎｏ）、例えば最上位階層の画面（例えば図８
）等の場合、制御部１０は、表示すべき画面の画像情報に基づいて画面を表示面３０に表
示させるとともに、新たに選択された選択領域３Ａに対するカーソル３Ｐの表示を実施さ
せる（Ｓ２５：通常表示）。
【００５９】
　現在表示中の画面が下位階層の画面（例えば図９～図１５）である場合（Ｓ１２：Ｙｅ
ｓ）、制御部１０は、新たに選択された選択領域３Ａの、該選択領域３Ａから最も近い画
面端縁５０１側の画面端領域５１０に他の選択領域３Ａが存在するか否かを判定する（Ｓ
１４）。
【００６０】
　新たに選択された選択領域３Ａに対応する画面端領域５１０に他の選択領域３Ａが存在
する場合（Ｓ１４：Ｙｅｓ）、制御部１０は、該他の選択領域３Ａを該画面端領域５１０
とは異なる該選択用画面５００内の別の位置にずらして、該画面端領域５１０内に、新た
に選択された選択領域３Ａに対応する階層戻り操作方向表示領域３Ｒを設定するとともに
、当該階層戻り操作方向表示領域３Ｒに戻る画像３Ｅを表示させる（Ｓ１６：第一の階層
戻り表示：図１２）。
【００６１】
　他方、新たに選択された選択領域３Ａに対応する画面端領域５１０に他の選択領域３Ａ
が存在しない場合（Ｓ１４：Ｎｏ）、新たに選択された選択領域３Ａが画面端領域５１０
にあるか否かを判定する（Ｓ１７）。新たに選択された選択領域３Ａが画面端領域５１０
にない場合（Ｓ１７：Ｎｏ）、制御部１０は、新たに選択された選択領域３Ａを該画面端
領域５１０とは異なる別の位置にずらして、該画面端領域５１０内に、選択中の選択領域
３Ａに対応する階層戻り操作方向表示領域３Ｒを設定する（Ｓ１９：通常の階層戻り表示
：図９～図１１）。
【００６２】
　新たに選択された選択領域３Ａが画面端領域５１０にある場合（Ｓ１７：Ｙｅｓ）、制
御部１０は、新たに選択された選択領域３Ａから最も近い画面端縁５０１が複数あるか否
かを判定する（Ｓ２０）。新たに選択された選択領域３Ａから最も近い画面端縁５０１が
複数ある場合（Ｓ２０：Ｙｅｓ）、制御部１０は、それら画面端縁５０１側全てに階層戻
り操作方向表示領域３Ｒを設定するとともに、それらの階層戻り操作方向表示領域３Ｒに
それぞれ戻る画像３Ｅを表示させる（Ｓ２２：第二の階層戻り表示：図１３，図１４）。
他方、新たに選択された選択領域３Ａから最も近い画面端縁５０１が複数ない場合（Ｓ２
０：Ｎｏ）、制御部１０は、その画面端縁５０１側に階層戻り操作方向表示領域３Ｒを設
定するとともに、当該階層戻り操作方向表示領域３Ｒに戻る画像３Ｅを表示させる（Ｓ２
４：第三の階層戻り表示：図１５）。
【００６３】
　以下では、本実施形態の表示器３における四角形状の表示面３０に表示される画面の表
示例を、図７～図１５を用いて説明する。



(15) JP 5012957 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

【００６４】
　図７は、車両の各種車載機器５の現在の制御状態や検知情報等といった車両情報を表示
される現在状態表示画面５０１である。図７では、オーディオの再生情報やエアコンの設
定情報、時計の時刻情報等が表示されている。この状態で、メニュースイッチ２４への操
作あるいは複合操作部２におけるいずれかの操作がなされると、制御部１０は、表示画面
を図８のようなトップメニュー画面５０２に遷移させる。
【００６５】
　図８のトップメニュー画面５０２は、表示面３０上において、予め定められた画面基準
点Ｏに対する周方向に所定の間隔おきに複数の選択領域３Ａが環状に配列された環状選択
領域群３Ｑを有した四角形状の選択用画面５００である。ここでの選択領域３Ａは、表示
面３０内における所定の画面基準点Ｏを中心に十字状（上下左右）に配置されている。な
お、図８では、選択中の選択領域３Ａを拡大表示の形で示すカーソル３Ｐはいずれの選択
領域３Ａも選択しておらず、複合操作部２は中立位置に保たれている。
【００６６】
　図８のトップメニュー画面５０２が表示された際には、各選択領域３Ａを選択するため
の操作方式として移動操作方式が設定されている。この移動操作方式における複合操作部
２の操作動線を反映した補助画像３Ｄが、制御部１０により、画面全体の背景画像３Ｂ上
に重畳表示されている。ここでは、他方、各選択領域３Ａに対し決定入力を行なうための
操作方式として押圧操作方式が設定されている。なお、複合操作部２による移動操作によ
りいずれかの選択領域３Ａが選択されたと同時に当該選択領域３Ａに対する決定入力がな
される構成でもよい。
【００６７】
　複合操作部２への移動操作によりいずれかの選択領域３Ａが選択された場合（カーソル
選択状態となった場合）には、当該選択領域３Ａをなす入力画像３Ｃが、非選択時よりも
視覚的に強調されて表示される。ここで、選択領域３Ａを示す画像としては、該選択領域
３Ａの背景として表示される選択領域内背景画像３Ｇと、それに重畳して表示される選択
領域内重畳画像３Ｆとがあり、図８のトップメニュー画面５０２においては、この選択領
域内重畳画像３Ｆが入力画像３Ｃとして強調的に表示されている。なお、ここでの選択領
域内重畳画像３Ｆは、選択・決定入力された時に実行される制御内容を示す文字列画像で
あり、選択時においては、非選択時よりも拡大され、文字がより明るく表示される。また
、ここでの選択領域内背景画像３Ｇは、文字列画像３Ｆの背景及び周辺を装飾する装飾画
像である。
【００６８】
　図８のトップメニュー画面５０２は、複数の選択領域３Ａの中に、表示中の画面を寄り
下の階層に切り替える画面切替領域３ａを１以上含んだ最上位階層の選択用画面（上位階
層画面）である。図８のトップメニュー画面５０２では、上下左右の全ての選択領域３Ａ
が画面切替領域３ａであり、例えば、複合操作部２によって、図８の下側の画面切替領域
３ａが選択されて決定入力されると、これに対応する下位階層画面である図９の画面５０
３Ｌに表示が切り替わる。
【００６９】
　図９の画面５０３Ｌは、図８のトップメニュー画面５０２を上位階層とする下位階層の
画面であり、１以上の選択領域３Ａを有する選択用画面５００である。ただし、それら選
択領域３Ａの中には画面切替領域３ａが含まれていないため、画面５０３Ｌは最下位層の
画面といえる。この画面５０３Ｌは、複数の選択領域３Ａが環状に配列された環状選択領
域群３Ｑと、複数の選択領域３Ａが直線状に配列された直線状選択領域群３Ｌとの双方を
有した四角形状の選択用画面５００であり、図９では、カーソル３Ｐにより環状選択領域
群３Ｑに属する画面左側の選択領域３Ａが選択されている。
【００７０】
　図９の画面５０３Ｌにおいて、選択中の選択領域３Ａをなす入力画像３Ｃは、該選択領
域３Ａの非選択時よりも視覚的に強調されて表示される。図９の画面５０３Ｌにおいては
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、環状選択領域群３Ｑに属する選択領域３Ａを示す画像として、該選択領域３Ａの背景と
して表示される選択領域内背景画像３Ｇと、それに重畳して表示される選択領域内重畳画
像３Ｆとを有しており、選択領域内重畳画像３Ｆが入力画像３Ｃである。図９の画面５０
３Ｌにおける選択領域内重畳画像３Ｆは、対応する選択領域３Ａが選択・決定入力された
時に実行される制御内容を示す文字列画像であり、対応する選択領域３Ａが選択されると
、その背景をなす選択領域内背景画像３Ｇと共に、非選択時よりも強調して表示される。
ここでの選択領域内重畳画像３Ｆは、対応する選択領域３Ａの選択時において、非選択時
よりも拡大され、文字がより明るく表示される形で強調される。他方、ここでの選択領域
内背景画像３Ｇは、文字列画像３Ｆの背景及び周辺を装飾する装飾画像であり、対応する
選択領域３Ａの表示位置に応じて位置を変え、対応する選択領域３Ａの選択時には拡大さ
れて強調される。
【００７１】
　図９の環状選択領域群３Ｑには、各選択領域３Ａが表示面３０内における所定の画面基
準点Ｏを中心に十字状（上下左右）に配置されており、これに属する画面左側の選択領域
３Ａ（入力画像３Ｃ）が選択中となって拡大して表示されるため、上記の画面基準点Ｏが
画面中心に対し右側に偏った位置となっている。つまり、制御部１０は、環状選択領域群
３Ｑに属する選択中の選択領域３Ａ（入力画像３Ｃ）を拡大表示する一方で、残余の選択
領域３Ａ（入力画像３Ｃ）の表示位置を、選択中の選択領域３Ａから離れる側の予め定め
られた位置へと表示位置を変えている。
【００７２】
　図９の選択用画面５０３Ｌにおいて、十字状に配置された環状選択領域群３Ｑに属する
選択領域３Ａは、各々が該選択用画面５００の各辺（画面端縁）５１１に対応するよう形
で十字状に配置されている。この場合、選択領域３Ａと、これに最近接する選択用画面５
００の辺との間に対応関係が定められており、選択中の選択領域３Ａに対応する辺側（図
９の場合は左側）に複合操作部２を移動させる操作、即ち、カーソルを画面外側に向けて
移動させる操作が、階層を上に戻る操作の一部又はそのものとなっている。ここでは、制
御部１０が、選択中である画面左側の選択領域３Ａの、該選択領域３Ａから最も近い画面
端縁５１０側の画面端領域５１１に階層戻り操作方向表示領域３Ｒを新たに設定し、入力
画像３Ｃをなす上述の戻る画像３Ｅを表示させる。
【００７３】
　また、図９の画面５０３Ｌが表示されている際には、選択中の選択領域３Ａとは別の選
択領域３Ａを選択するための操作方式として移動操作方式が設定され、選択中の選択領域
３Ａに対応する制御パラメータ等の制御内容を変更するための操作方式として回転操作方
式が設定される。即ち、複合操作部２を回転操作することで、選択中の選択領域３Ａに対
応する制御パラメータが回転操作量に応じて変更される一方で、複合操作部２を十字方向
いずれかに移動操作することで、当該移動操作の操作方向に対応する側の選択領域３Ａに
カーソル３Ｐを移動して選択状態とすることができる。ここでは、回転操作方式における
複合操作部２の操作動線を反映した補助画像３Ｄが、制御部１０により、画面全体の背景
画像３Ｂ上に重畳表示されている。また、図９の画面５０３Ｌが表示されている際に、複
合操作部２を右方向に移動操作したときには図１０の画面５０３Ｒの表示となり、複合操
作部２を上方向に移動操作したときには図１１の画面５０３Ｕの表示となり、複合操作部
２を下方向に移動操作したときには図１２の画面５０３Ｄの表示となる。
【００７４】
　図１０の画面５０３Ｒは、図９において選択されている選択領域３Ａが、環状選択領域
群３Ｑに属する画面左側の選択領域３Ａではなく、環状選択領域群３Ｑに属する画面右側
の選択領域３Ａとなった場合の画面である。図１１の画面５０３Ｕは、図９において選択
されている選択領域３Ａが、環状選択領域群３Ｑに属する画面左側の選択領域３Ａではな
く、環状選択領域群３Ｑに属する画面上側の選択領域３Ａとなった場合の画面である。
【００７５】
　図１０及び図１１の画面５０３Ｒ，５０３Ｕにおいては、図９の画面５０３Ｌと同様に
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して、選択中（カーソル選択状態）の選択領域３Ａをなす入力画像３Ｃが非選択時よりも
視覚的に強調して表示されるとともに、画面基準位置Ｏが選択中の選択領域３Ａから離れ
る側に偏った位置をとり、環状選択領域群３Ｑに属する残余の選択領域３Ａ（入力画像３
Ｃ）が該画面基準位置Ｏを中心に表示され、補助画像３Ｄ等も表示される。また、設定さ
れる操作方式も同じであり、複合操作部２を回転操作することで、選択中の選択領域３Ａ
に対応する制御パラメータを回転操作量に応じて変更することができる一方で、複合操作
部２を十字方向いずれかに操作することで、当該操作に対応する側の選択領域３Ａにカー
ソル３Ｐを移動して選択状態とすることができる。さらに、選択中の選択領域３Ａの、該
選択領域３Ａから最も近い画面端縁５１０側の画面端領域５１１に階層戻り操作方向表示
領域３Ｒが出現しており、図９と同様にして、戻る画像３Ｅによって強調されている。
【００７６】
　このように、複合操作部２による階層を上に戻る操作の操作方向と階層戻り操作方向表
示領域３Ｒは、選択用画面５００内において選択中の選択領域３Ａの表示位置に応じて決
定される。そして、選択中の選択領域３Ａが別の選択領域３Ａに切り替わるに伴い、複合
操作部２による階層を上に戻る操作の操作方向が変更される一方で、階層戻り操作方向表
示領域３Ｒは切り替わる直前の表示位置から消失して、新たな位置に出現し、その位置に
対応する戻る画像３Ｅが表示される。
【００７７】
　本実施形態における階層戻り操作方向表示領域３Ｒは、図９～図１１に示すように、自
身に最も近い位置となる画面端領域５１１に設定されることが基本である。ところが、選
択中の選択領域３Ａに対応する画面端領域５１１に他の選択領域３Ａが存在している場合
があり、この場合、その画面端領域５１１に、階層戻り操作方向表示領域３Ｒを設定でき
ない。例えば図９～図１１において、環状選択領域群３Ｑに属する画面下側の選択領域３
Ａが選択中となった場合等である。本実施形態においては、このような場合、制御部１０
は、例えば図１２のように、選択中の選択領域３Ａに対応する画面端領域５１１に存在し
ている他の選択領域３Ａを、該画面端領域５１１とは異なる該選択用画面５００内の別の
位置にずらして、該画面端領域５１１内に、選択中の選択領域３Ａの階層戻り操作方向表
示領域３Ｒを設定する。
【００７８】
　図１２の場合、選択中の選択領域３Ａは環状選択領域群３Ｑに属する画面下側の選択領
域３Ａであり、この画面下側には、直線状選択領域群３Ｌに属する選択領域３Ａのうちの
１つが存在しているため、制御部１０は、この直線状選択領域群３Ｌに属する選択領域３
Ａを、選択されている選択領域３Ａに最も近い位置にある画面端縁５１１から遠ざける方
向にずらしている。そして、ずらすことで空いた画面端領域５１１内に階層戻り操作方向
表示領域３Ｒを設定し、戻る画像３Ｅを表示している。ずらされた選択領域３Ａの表示状
態は、ずらされる前と同じに保持され、ずらされる前後でその表示状態が変化していない
。なお、本実施形態においては、ずらされる選択領域３Ａは、自身が属する直線状選択領
域群３Ｌの他の選択領域３Ａと共に、直線状選択領域群３Ｌ全体でずらされており、属す
る全ての選択領域３Ａにおいて、ずらされる前後で表示状態が変わっていない。
【００７９】
　ただし、図１２においては、カーソル３Ｐを、選択中の選択領域３Ａから直接、階層戻
り操作方向表示領域３Ｒに移し、これを選択することはできない。選択中の選択領域３Ａ
の真下側には、直線状選択領域群３Ｌに属する選択領域３Ａが位置しており、そのさらに
下に階層戻り操作方向表示領域３Ｒが表示されていることから、一度は直線状選択領域群
３Ｌに属する選択領域３Ａを選択して（経由して）からでなければ、階層戻り操作方向表
示領域３Ｒを選択することはできない。直線状選択領域群３Ｌに属する選択領域３Ａが選
択された際には、図１５のような表示に切り替わる。
【００８０】
　図１３～図１５の画面５０３Ｘ，５０３Ｙ，５０３Ｚは、図９～図１２の画面と基本的
には同じ画面であるが、カーソル３Ｐによって選択されている選択領域３Ａが異なる。こ
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れらの画面５０３Ｘ，５０３Ｙ，５０３Ｚは、直線状選択領域群３Ｌに属するいずれかの
選択領域３Ａが選択されることにより表示される画面である。ところが、この直線状選択
領域群３Ｌに属する選択領域３Ａは、各画面において最近接する辺５１０に沿って直線状
に配列されており、各々が画面端領域５１１に位置している。このため、制御部１０は、
直線状選択領域群３Ｌに属するこれらの選択領域３Ａのいずれかが選択された場合には、
選択された選択領域３Ａをそれらの画面５０３Ｘ，５０３Ｙ，５０３Ｚにおいて最近接す
る選択用画面５００の辺５１０から離間させた上で、離間後の該選択領域３Ａと該辺５１
０との間の画面端領域５１１に、該選択された選択領域３Ａに対応する階層戻り操作方向
表示領域３Ｒを設定し、対応する戻る画像３Ｅを表示させる。
【００８１】
　図１３～図１５の画面５０３Ｘ，５０３Ｙ，５０３Ｚを表示するために複合操作部２に
より選択される、直線状選択領域群３Ｌに属する選択領域３Ａは、該選択領域３Ａの背景
として表示される選択領域内背景画像３Ｇと、それに重畳して表示される選択領域内重畳
画像３Ｆとによって示される。非選択時において、この直線状選択領域群３Ｌを示す選択
領域内背景画像３Ｇは、それら全体が一直線状につながった棒形状で表示されており、一
直線状につながる連続性が描画されている。他方、直線状選択領域群３Ｌの各選択領域内
重畳画像３Ｆは、非選択時において、複合操作部２により選択可能な入力画像３Ｃであり
、対応する選択領域３Ａが選択・決定入力された時に実行される制御内容を示す文字列画
像である。
【００８２】
　図１３～図１５の画面５０３Ｘ，５０３Ｙ，５０３Ｚを表示するために、複合操作部２
によって直線状選択領域群３Ｌに属する選択領域３Ａ（選択領域内重畳画像３Ｆ）のいず
れかが選択された時には、画面中央に決定入力画像３Ｉが新たに設定・表示される一方、
直前に選択された選択領域３Ａはこの決定入力画像３Ｉへと移り、もとの画面端領域５１
１からは離れる。このため、決定入力画像３Ｉが出現した直後のカーソル３Ｐは、この決
定入力画像３Ｉを選択した状態になっており、この複合操作部２により決定入力がなされ
ることで、対応する制御内容が実行される。なお、決定入力画像３Ｉが新たに設定・表示
せず、直前に選択された選択領域３Ａをそのままとし、この選択領域３Ａに対し決定入力
がなされることで、対応する制御内容が実行されるようにしてもよい。
【００８３】
　他方、図１３～図１５の画面５０３Ｘ，５０３Ｙ，５０３Ｚを表示するために複合操作
部２により選択され、選択領域３Ａが決定入力画像３Ｉへと移った場合に、それまで選択
領域３Ａとされていた画面端領域５１１の選択領域内重畳画像（文字列画像）３Ｆは、該
画面端領域５１１とは異なる別の位置にずらされる。ずらされた後の該画面端領域５１１
内には、選択中の選択領域３Ａに対応する階層戻り操作方向表示領域３Ｒが、新たな選択
領域３Ａとして設定され、対応する戻る画像３Ｅが表示される。
【００８４】
　なお、別の位置にずらされた選択領域内重畳画像３Ｆは、自身に最近接していた画面端
縁５１０から画面内側に向けて離間するように位置を変えており、選択される前よりも強
調して表示される。これにより、新たに出現した決定入力画像３Ｉに対し複合操作部２に
より決定入力した際に実行される制御内容が強調して表示される。ここでの選択領域内重
畳画像３Ｆは、非選択時よりも拡大される形で強調表示されている。具体的に言えば、選
択された選択領域３Ａに対応する選択領域内重畳画像３Ｆは、選択領域内背景画像３Ｇか
ら浮き出て別の位置に移動すると共に非選択時よりも拡大される形で変化し、その上で、
階層戻り操作方向表示領域３Ｒが隣接して表示される。他方、選択領域内背景画像３Ｇは
、この選択領域内重畳画像３Ｆの背景及び周辺を装飾する装飾画像であり、重畳していた
選択領域内重畳画像３Ｆが移動しても位置を変えていない。階層戻り操作方向表示領域３
Ｒの少なくとも１つは、この選択領域内背景画像３Ｇの領域に設定され、戻る画像３Ｅが
重畳して表示される。
【００８５】
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　本実施形態においては、図１３～図１５の画面５０３Ｘ，５０３Ｙ，５０３Ｚの画面を
表示するに際して、制御部１０は、これらの画面内に新たに表示される決定入力画像３Ｉ
及び戻る画像３Ｅと、さらに当該画面を表示するために選択された選択領域３Ａに対応す
る選択領域内重畳画像３Ｆとを除く残余の画像が、それまでよりも強調レベルを落として
表示させる。さらに、制御部１０は、新たに表示される決定入力画像３Ｉと戻る画像３Ｅ
とを選択領域３Ａとして設定する一方で、それ以外は全て選択領域３Ａからはずされて、
カーソル選択不可とされる。
【００８６】
　なお、図１３～図１５の画面５０３Ｘ，５０３Ｙ，５０３Ｚにおいて、決定入力画像３
Ｉへの決定入力に伴い制御部１０が実行する制御内容は、予め定められた制御のＯＮ／Ｏ
ＦＦを切り替えるものであり、ＯＮに設定された場合の方がＯＦＦに設定されている場合
よりも、選択領域内重畳画像３Ｆが強調して表示される。ここでは、カーソル選択の有無
にかかわらず、ＯＮに設定されている場合の方が、ＯＦＦに設定されている場合よりも、
制御内容を示す文字がより明るく強調して表示される。
【００８７】
　図１３及び図１４の画面５０３Ｘ，５０３Ｚは、直線状選択領域群３Ｌに属する選択領
域３Ａのうち画面角領域５１２（画面端領域５１１でもある）に位置する選択領域３Ａが
選択されたときの画面である。この画面角領域５１２（５１１）は、自身に最も近い最近
接する選択用画面５００の辺（画面端縁）５０１を複数有している。この画面角領域５１
２（５１１）に位置している選択領域３Ａが複合操作部２により選択された場合、階層戻
り操作方向表示領域３Ｒは、それら画面端縁５１０側のいずれかの側のみに設定・表示し
てもよいが、それら全てに設定・表示することもできる。図１３及び図１４の場合、選択
された選択領域３Ａがもともと表示されていた画面角領域５１２（５１１）において、画
面角を形成する該選択用画面５００の２つの辺５１０，５１０側の画面端領域５１１，５
１１にそれぞれ、階層戻り操作方向表示領域３Ｒ，３Ｒが設定され、それらの領域３Ｒ，
３Ｒが選択領域３Ａ、３Ａに設定され、上記と同様に戻る画像３Ｅ，３Ｅが表示される。
なお、図１３及び図１４に示す階層戻り操作方向表示領域３Ｒ，３Ｒは、それらの画面５
０３Ｘ，５０３Ｚを表示するために複合操作部２により選択されることにより、その表示
位置をずらされた選択領域内重畳画像３Ｆと、これに最近接する画面端縁５１０，５０１
との間に、当該選択領域内重畳画像３Ｆに隣接する形で設定されている。
【００８８】
　なお、図１３及び図１４の画面５０３Ｘ，５０３Ｚにおいては、補助画像３Ｄとして、
図１３及び図１４の画面５０３Ｘ，５０３Ｚを表示するために選択された選択領域３Ａの
上側に位置する、環状選択領域群３Ｑに属する画面下側の選択領域３Ａへの移動操作方向
を示唆する補助画像３Ｄと、直線状選択領域群３Ｌに属する隣接する選択領域３Ａへの移
動操作方向を示唆する補助画像３Ｄとが表示されている。ここでの３つの補助画像３Ｄは
、図１３及び図１４の画面５０３Ｘ，５０３Ｚを表示するために選択されてその表示位置
をずらされた選択領域内重畳画像３Ｆの、上記各移動操作方向に対応する側に、それぞれ
が隣接して表示されている。
【００８９】
　図１５の画面５０３Ｙは、直線状選択領域群３Ｌに属する選択領域３Ａのうち画面角領
域５１２（５１１）を除く、それらの中間に位置する画面端領域５１１の選択領域３Ａが
選択されたときの画面である。この画面端領域５１１は、自身に最近接する選択用画面５
００の画面端縁（辺）５０１を１つのみ有し、この画面端領域５１１に位置している選択
領域３Ａが複合操作部２により選択された際には、その選択領域３Ａに対しその唯一の画
面端縁５１０側に階層戻り操作方向表示領域３Ｒが設定され、上記と同様、戻る画像３Ｅ
が表示される。なお、図１５に示す階層戻り操作方向表示領域３Ｒは、その画面５０３Ｙ
を表示するために複合操作部２により選択されることにより、その表示位置をずらされる
選択領域内重畳画像３Ｆと、これに最近接する唯一の画面端縁５１０との間に、当該選択
領域内重畳画像３Ｆに隣接する形で設定されている。
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【００９０】
　なお、図１５の画面５０３Ｙにおいては、補助画像３Ｄとして、その画面５０３Ｙを表
示するために選択された選択領域３Ａの上側に位置している、環状選択領域群３Ｑに属す
る画面下側の選択領域３Ａへの移動操作方向を示唆する補助画像３Ｄと、直線状選択領域
群３Ｌに属する隣接する２つの選択領域３Ａ，３Ａへの移動操作方向を示唆する２つの補
助画像３Ｄとが表示されている。ここでの２つの補助画像３Ｄは、図１５の画面５０３Ｙ
を表示するために選択されてその表示位置をずらされた選択領域内重畳画像３Ｆの、上記
各移動操作方向に対応する側に、それぞれが隣接して表示されている。
【００９１】
　本実施形態における選択用画面５００は、各選択領域３Ａにおいて、画面基準点Ｏを中
心とする周方向の同一回転方向側に同一デザインの選択領域内背景画像３Ｇが背景画像３
Ｂ上に重畳表示され、これによって風車のような回転を連想させるデザインが描き出され
ている。
【００９２】
　また、本実施形態における複合操作部２は、表示面３０に設けられるタッチパネルやそ
れに近接して配置されるメカニカルスイッチ等の主操作部よりもユーザーの操作負担が小
さくなるよう、車室内の予め定められた座席により近い位置に補助操作部として配置され
る。ここでは、図２に示すように、運転席と助手席に座したユーザー（搭乗者）がそれら
各座席の背もたれにもたれた着座状態のまま双方のユーザーが操作可能となる位置に設け
られている。具体的にいえば、複合操作部２は、車両の左右両座席（ここでは運転席と助
手席）の間に挟まれる領域（ここではセンターコンソール）Ｃに配置されている。他方、
表示器３は、複合操作部２よりも車両前方側にて、それら双方の座席に座したユーザーか
ら視認可能な形で配置されている。
【００９３】
　以上、本発明の一実施形態を説明したが、これはあくまでも例示にすぎず、本発明はこ
れに限定されるものではなく、特許請求の範囲の趣旨を逸脱しない限りにおいて、当業者
の知識に基づく種々の変更が可能である。以下、上記実施形態とは異なる実施形態につい
て説明する。
【００９４】
　例えば、上記実施形態において、制御部１０は、階層戻り操作方向表示領域３Ｒ（戻る
画像３Ｅ）が複合操作部２への操作により選択され決定入力された場合に、現在表示中の
画面よりも上位階層となる所定の画面に切り替わるが、現在表示中の選択用画面５００を
、互いに異なるより上位階層の選択用画面５００に切り替えるための複数の選択領域３Ａ
が表示される階層戻り先選択用画面５０５（例えば図１８）に切り替えるようにしてもよ
い。この場合、切り替わった階層戻り先選択用画面５０５上で、複合操作部２への操作に
よりそれら選択領域３Ａのうち１つを選択して決定入力することにより、制御部１０は、
決定入力された選択領域３Ａに対応するより上位階層の選択用画面５００に切り替える。
これにより、様々なバリエーションの階層戻り操作が可能となる。図１８の階層戻り先選
択用画面５０５においては、最上位階層の画面に戻る選択領域３Ａや、１つ上の階層の画
面に戻る選択領域３Ａ、予め定められた上位階層の画面に戻る選択領域３Ａなどを設ける
ことができるし、さらには、階層を戻らずに、階層戻り先選択用画面５０５に切り替わる
直前に表示されていた選択用画面に戻る選択領域３Ａを設けてもよい。
【００９５】
　また、上記実施形態においては、選択中の選択領域３Ａから画面の外に向かう操作が階
層を上に戻る操作と定められているが、この画面の外に向かう操作が階層を上に戻る操作
であると認識できたユーザーに対しては、毎回のように階層戻り操作方向表示領域３Ｒを
表示させる必要は無い。このため、複合操作部２により、選択用画面５００における階層
戻り操作方向表示領域３Ｒの表示を禁止するための表示禁止操作がなされ、制御部１０に
これを受け付けさせるようにしてもよい（表示禁止操作手段）。例えば、図８のトップメ
ニュー画面５０２の選択領域３Ａのいずれかを選択し、様々な分岐を経て図１９のような
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階層戻り操作方向の表示禁止設定用の選択用画面５０６に到達可能とし、複合操作部２へ
の操作によって、階層戻り操作方向の表示禁止に対応する選択領域３Ａが設定された場合
には、制御部１０は、自身に戻る画像３Ａの表示及び階層戻り操作方向表示領域３Ｒの設
定を禁止する表示禁止モードを設定する一方、階層戻り操作方向の表示許可に対応する選
択領域３Ａが設定された場合には、制御部１０は、自身に戻る画像３Ａの表示及び階層戻
り操作方向表示領域３Ｒの設定を禁止する表示許可モードを設定して（表示禁止手段）、
制御部１０は、設定された表示モードに応じて、戻る画像３Ａの表示及び階層戻り操作方
向表示領域３Ｒの設定を実行するようにする。具体的に言えば、図６の処理におけるＳ１
３を実施するようにする。
【００９６】
　また、上記実施形態において、制御部１０は、下位階層の選択用画面５００の表示中に
、カーソル３Ｐが新たな選択領域３Ａに移動すると直ちに、階層戻り操作方向表示領域３
Ｒを設定し、戻る画像３Ｅを表示させているが、例えば１秒など、選択中の選択領域３Ａ
が切り替わってから所定の時間が経過した後に、階層戻り操作方向表示領域３Ｒを設定し
、戻る画像３Ｅを表示させるようにしてもよい。
【００９７】
　また、上記実施形態においては、上位階層の選択用画面５００の選択領域３Ａを複合操
作部２により選択して決定入力することにより、選択領域３Ａを有さない下位階層の画面
に遷移する場合も考えうる。図１６の画面５０４Ｅは、上記図９～図１５の画面とは異な
る画面であって、図８のトップメニュー画面５０２において、環状選択領域群３Ｑに属す
る画面右側の選択領域３Ａ（画面切替領域３ａ）が選択されて決定入力されたときに、制
御部１０によって表示される画面である（第三の画面切替手段）。
【００９８】
　図１６の画面５０４Ｅは、選択領域３Ａを有さない画面であり、本実施形態においては
、図示しない車載カメラにより撮影された運転補助画画像（静止画又は動画：ここでは車
両後方を動画撮影した後方撮影映像）３Ｅを表示する画面とされている。この画面には、
さらに下の階層画面が存在していない。ところが、このように選択領域３Ａがない画面に
切り替わった際にも、もとの上位階層画面に戻る操作は必要である。このため、本実施形
態においては、切り替わった後の図１６の画面５０４Ｅにおいて、切り替わり前の図８の
画面５０２おいて決定入力された選択領域３Ａの配置位置に対応する位置に、表示中の画
面５０４Ｅよりも上位階層となる所定の選択用画面５００に切り替えるための階層戻り操
作方向表示領域３Ｒを視覚的に識別可能となるよう表示する（第二の階層戻り操作方向表
示手段）。図１６の画面５０４Ｅの場合、もとの上位階層画面５０２にて表示されていた
階層戻り操作方向表示領域３Ｒに対応する位置（同じ位置）に階層戻り操作方向表示領域
３Ｒが設定され、そこに戻る画像３Ｅが表示されている。
【００９９】
　なお、図１６の画面５０４Ｅに代わって図１７の画面５０４Ｆを用いてもよい。図１７
の場合、もとの上位階層画面５０２にて表示されていた階層戻り操作方向表示領域３Ｒに
対応する位置（画面内の反対の位置）に階層戻り操作方向表示領域３Ｒが設定され、そこ
に戻る画像３Ｅが表示されている。
【０１００】
　また、上記実施形態における複合操作部２において、移動操作の操作方向は、上記のよ
うな十字状の４方向に限らず、例えば２方向等の４方向未満の方向や、８方向や６方向等
のように５方向以上の方向であってもよい。ただし、基準位置から等間隔おきに放射状に
延びるように設けられるとよい。そして、選択用画面５００も、複合操作部２の操作方向
及び操作方向数に対応する形で選択領域３Ａを配置する必要がある。
【符号の説明】
【０１０１】
　１　車両用入力システム
　１０　制御部（第一～第三の画面切替手段、階層戻り操作方向表示手段、階層戻り用選
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　２　複合操作部（選択操作手段、表示禁止操作手段、表示禁止手段）
　２０　操作ノブ（操作体）
　３　表示器（表示手段）
　３０　表示面
　３Ａ　選択領域
　３ａ　画面切替領域
　３Ｂ　背景画像
　３Ｃ　入力画像
　３Ｄ　補助画像
　３Ｅ　戻る画像
　３Ｐ　カーソル
　３Ｌ　直線状選択領域群
　３Ｑ　環状選択領域群
　３Ｒ　階層戻り操作方向表示領域
　４　外部記憶装置
　５００　選択用画面
　５１０　画面端縁
　５１１　画面端領域
　５１２　画面角領域

【図１】 【図４】
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